






































十年後、田道間守が、 「非時香菓、八竿（やほこ 八縵（やかげ） 」
を持ち、 帰還した時すでに天皇はなくなっていた。田道間守は 「泣 （いさ）ち悲嘆（なげ）きて曰」う。
命（みこと）を天朝（みかど）に受けたまはりて 遠く絶域（はるかなるくに）に往（まか）る。万里（とほく）波を踏みて、遥（はるか）に弱水（よわのみず）を度（わた）る。是の常世国は、即ち神仙（ひじり）の秘区（かくれた くに 、 俗（ただひと）の臻（いた）らむところにあらず。然 し に聖帝 ひじりのみかどの神霊（みたまのふゆ）に頼 よ）りて、 僅（わづか）に還（かへ）り来（まうく）る と得（え たり。常世国がどこにあるか、 「万里踏波、 遥度弱水」というのであるから
















適於常世郷。亦曰、至淡嶋、而縁粟茎者、即弾渡而至常世郷矣。……。初大己貴神平国也、行到出雲国五十狭狭之小浜、 是時、海上忽有人声。乃驚而求之 都無所見。頃時 有一箇小男、以白
蘞
皮、















初大己貴神、 国平（くにむ）けしとき、 出雲国 五十狭狭（いささ）の小浜（をはま）に行到（ゆきま） て、…。是時、海上 わたつみのうえ）に忽（たちまち）に人 声 り。乃ち驚（おどろ）きて求むるに、都 ふつ）に見ゆるところなし。頃時（しばらく）ありて、一箇（ひとり）の小男（をぐな）あり、白
蘞
（かがみ）の皮を
以て、船に為（つく り、鷦鷯 さざき の羽を以て 衣にして、潮水（しほ）の随（まにま）に、浮き至 。
日本海側の出雲と太平洋側の紀伊と、神話的な対応関係があること



























































丹波国の餘社（よざ）郡 管川（つつかは） 人、 瑞江（みづ え）の浦嶋子（うらしまのこ 、船に乗りて釣す。遂に大亀（かめ）を得たり、便（たちまち）に女（をとめ）に化為（な）る。於是、浦嶋子、感（たけ）りて婦 め）に為（す） 。相逐（あひしたが）ひて海（うみ）に入る。蓬莱山（と よのくに）に到（いた りて仙衆（ひじり）を歴（めぐ）り覩（み る。語（こと）は別巻（ことまき）に在り。詳しくは「別巻」を参照せよということであろう。全文引用するま
でもないほどに、当時すでに知られた物語だったのだろう。
ここでは中国の神 思想において東海三神山の一つ され 「蓬莱
山」が「とこよのく 」と読まれている。 「仙衆」という熟語といい、タヂマモリの物語と同様、神仙思想の影響が強いことが窺われる。
この点は、 『万葉集』の「浦島子伝説」や『丹後国風土記』逸文 筒
川の嶼子（しまこ） 」の伝説でも同じである。次に、 『万葉集』 一七四〇番、高橋虫麻呂の作とされる長歌から見ておこう。これは要所のみ、現代語訳を交えつつ、抜粋する。
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かどの）は玲瓏 てりかがや） 」くという、見 ことも聞いたこともない場所であった。 「闕台」 「楼堂」など、中国風の宮殿が想定されているとみてよいだろう。
ふたりが手を携えて門に入ると、 「昂星 すばる 」の化身の七人の
童子と、 「畢星（あめふり） 」の化身の八人の童子が それぞれに「是は、亀比売の夫なり」といい、 「をとめ」が亀の化身の「かめひめ」であることが判明する。 「昂星」といい「畢星」といい、これも的な星宿の思想の影響下にあることは明らかである。
このあとの「かめひめ」の両親とのやり取りがあり、この世の人間





母を恋しく思うようになる。嶼子の様子に異変を感じた「女娘」が理由を問うと、 親族から離れて「神仙（とこよ）の堺（くに） 」に来たが、恋しさに耐えかねている。でき ことならば一度は元の世界に戻って父母に会いたい、と答える。
ここからはよく知られた悲劇的結末に転げ落ちていく。 別れ際に 「玉
匣（たまくしげ） 」をわたされ こと、筒川の里に戻り、すでに「三百余歳（みもとせあまり） 」が経っていると知らされること、 「神女（かみをとめ） 」に逢いたさのあまり、約束を違えて「玉匣」を開けてしまうこと、が語られる。匣 開く 嶼子の若々しくかぐわしい容姿はあっという間に「蒼天（そら） 」に飛んで行って まった。
嶼子は二度と会えないことを悟り、なすすべもなくさまようのであ
った。






































前稿で論じたように、 「 みのくに（よもつ ） 」の「よみ（よも） 」
は「闇（やみ） 」と関係があるとされている。日本固有の死者の世界は暗黒の世界であった いうのが通説である。
また、これも前稿で論じたように、垂直 地下方向 りもむしろ水














この世界を取り巻いて 天上世界である 「高天原 （たかあまがは ） 」 、
死者の世界である「黄泉国（よもつく ・よみのくに） 」があり 「根国（ねのくに） 」と 常世 とこよ くに） 」がある。
垂直構造的に「高天原」 、 「葦原中国」と対応する 「根国」で
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